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総入れ歯、金属床とレジン床の違い 

入
れ
歯
に
な
る
と
、
こ
の
伝
達
機
能
は
な
く
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
味
の
感
覚
は
舌
だ
け
に
な
り
ま
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
上
顎
の

裏
側
に
は
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
冷
た
い
も
の
を
食
べ
た
り
す
る
際
に
触
知
す
る
感
覚
神
経
が
あ
り
ま
す
。
入
れ
歯
の
土
台
が
レ
ジ
ン
床
で
す

と
、
比
較
的
厚
み
が
あ
り
ま
す
の
で
、
冷
温
熱
に
対
す
る
感
覚
が
少
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
点
、
金
属
床
は
厚
さ
が
薄
く
均
一
に
作
製
で
き
る
の
で
、
感
覚
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ー
ム
系
の
金

属
床
が
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
軽
い
チ
タ
ン
系
の
金
属
床
も
最
近
は
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
定
性
と
吸
着
性
の
点
で
難（
下
顎
の
総
入
れ
歯
の
場
合
）

下
顎
の
入
れ
歯
は
、
上
顎
の
入
れ
歯
と
異
な
り
、
土
台
と
な
る
容
積
が
狭
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
舌
が
あ
る
た
め
に
歯
の

並
ん
で
い
る
場
所
が
狭
い
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
下
顎
の
総
入
れ
歯
は
安
定
性
が
悪
く
、
吸
着
性
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
金
属
床
は
軽
く
て
清
掃
性
に
優
れ
、
よ
い
材
質
で
す
が
、
適
応
の
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
優
れ
た
利
点
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
現
況
で
は
医
療
保
険
が
適
用
で
き
ま
せ
ん
。

総
入
れ
歯
の
場
合
は
、医
療
保
険
で
一
部
負
担
で
き
る
選
定
療
養
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
を
活
用
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
歯
科
医
師
と

十
分
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
と
り
、
快
適
な
総
入
れ
歯
で
、
日
常
生
活
で
の

食
文
化
・
食
生
活
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

選
定
療
養
は
、
自
費
診
療
分
か
ら
保
険
適
用
部
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
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歯茎の土台が痩せて総入
れ歯が合わなくなりまし
た。レジン床と金属床の
長所・短所を説明して下
さい。 （72歳・女性）

4総入れ歯、金属床とレジン床の違い

レ
ジ
ン
床
の
義
歯
は
保
険
給
付
の
対
象

総
入
れ
歯
は
、
上
顎
と
下
顎
の
入
れ
歯
で
は
安
定
性
・
保
持
力
の
点
で
か
な
り
異
な
り
ま
す
。
上
顎
の
総
入
れ
歯
は
、
比
較
的
安
定

し
た
維
持
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
口
蓋（
上
顎
の
裏
側
）を
全
部
覆
う
た
め
で
す
。
レ
ジ
ン
床
と
い
う
の
は
、
メ
チ
ル
メ
タ
ア
ク
リ

ル
系
の
合
成
樹
脂
で
作
ら
れ
た
ピ
ン
ク
色
の
土
台
の
入
れ
歯
で
す
。
比
較
的
自
由
に
、
欠
け
た
部
分
を
補
っ
た
り
補
強
し
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
現
在
の
保
険
給
付
で
は
、こ
の
レ
ジ
ン
床
義
歯
が
給
付
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
欠
点
と
し
て
は
、レ
ジ
ン
は
吸
水
性
の
た
め
に
、

長
期
間
口
の
中
に
入
れ
て
お
く
と
変
色
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
、
味
噌
汁
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
、
レ
ジ
ン
床
に
ス
テ
イ
ン
が
付
着
し
や
す
い
た
め
で
す
。
こ
れ
は
反
面
、
レ
ジ
ン

は
多
孔
性
の
た
め
に
着
色
物
だ
け
で
な
く
、
細
菌
な
ど
が
入
り
込
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
カ
ン
ジ
ダ
菌
な
ど
が
付
着
し
て
、
義
歯
性
口
内
炎

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
流
水
下
で
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
使
っ
て
入
れ
歯
を
清
掃
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

金
属
系
の
義
歯
な
ら
、
味
の
感
覚
も
鮮
明（
金
属
の
総
義
歯
は
、
特
定
療
養
費
か
ら
選
定
療
養
費
へ
）

入
れ
歯
は
、噛
む
と
い
う
点
で
機
能
し
ま
す
が
、味
覚
と
い
う
点
で
は
問
題
が
あ
り
ま
す
。
味
を
感
じ
る
部
分
は
大
き
く
二
か
所
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
舌
で
す
が
、
こ
れ
は
入
れ
歯
に
関
係
な
く
、
味
覚
を
大
脳
中
枢
へ
伝
え
ま
す
。
も
う
一
つ
は
歯
を
支
え
て
い
る
歯
根
膜
組
織
で
す
。
歯

と
歯
槽
骨
の
間
に
存
在
し
、
物
を
噛
ん
だ
り
し
た
と
き
に
味
覚
を
伝
達
し
ま
す
。
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第 1
章　
歯周
病

プラ
ーク（

歯垢
）はむ

し歯

や歯
周病
の原
因と
いわ
れ

てい
ます
が、
どん
なも
の

です
か。
 
（3
0歳
・女
性）

1

歯周
病の

原因
は

プラ
ーク（

歯垢
）

プ
ラ
ー
ク
っ
て
な
ん
な
の
？

歯
や
歯
茎
の
ま
わ
り
の
細
菌
、
プ
ラ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
1
6
8
3
年
オ
ラ
ン
ダ
の
レ
ー
エ
ン
フ
ッ
ク
が
知
人
に
宛
て
た
手
紙
の

中
で
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

「
布
と
塩
で
歯
面
を
こ
す
っ
て
も
、
余
の
歯
は
け
だ
し
清
潔
と
は
い
い
難
い
。
し
か
も
、
余
の
前
歯
・
臼
歯
間
に
は
白
い
物
質
が
た
ま
り
、

次
第
に
成
長
し
、
ま
る
で
帯
下
の
よ
う
だ
」

こ
れ
が
現
在
い
わ
れ
て
い
る
プ
ラ
ー
ク
で
、
細
菌
の
塊
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
用
語
は
1
9
0
0
年
代
の
は
じ
め
に
ブ
ラ
ッ
ク

に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
歯
を
磨
い
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
磨
き
か
た
が
悪
い
と
歯
と
歯
茎
の
ま
わ
り
に
プ
ラ
ー

ク
の
付
着
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

十
分
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を

1
9
6
4
年
、
ロ
ー
教
授
ら
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
立
歯
科
大
学
で
12
名
の
学
生
を
対
象
に
実
験
的
歯
肉
炎
を
発
症
さ
せ
、
そ
の
機
序
を
科
学

的
に
解
明
し
ま
し
た（
図
）。

す
な
わ
ち
、
健
康
な
歯
肉
を
持
つ
学
生
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
中
止
さ
せ
る
と
、
歯
肉
に
炎
症
が
発
現
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
の
で
す
。
そ
の

後
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
再
開
し
、
プ
ラ
ー
ク
が
除
去
さ
れ
る
と
炎
症
は
消
失
し
、
歯
肉
は
健
康
に
戻
り
ま
し
た
。

11

歯周
病の
原因
はプ
ラー
ク（歯

垢）  

こ
の
実
験
結
果
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
大
変
重
要
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
ー
ク
が
歯
肉
の
炎
症

と
大
き
な
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
プ
ラ
ー
ク
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
除
去
す
る

こ
と
に
よ
り
、歯
肉
は
健
康
を
回
復
す
る
と
い
う
、き
わ
め
て
明
確
な
答
え
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
歯
を
磨
く
と
い
う
行
為
は
、
歯
や
歯
茎
の
ま
わ
り
に
付
着
し
て
い
る
汚
れ
を
除

去
す
る
こ
と
で
、
歯
肉
に
炎
症
を
起
こ
す
プ
ラ
ー
ク
付
着
の
阻
止
と
い
う
、
基
本
的
事
項
を
意
味

し
て
い
る
の
で
す
。

歯
肉
炎
に
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
比
較
的
若
い
人
に
発
症
す
る
単
純
性（
非
特
異

性
）歯
肉
炎
は
、
歯
の
汚
れ
、
つ
ま
り
プ
ラ
ー
ク
を
落
と
す
こ
と
で
発
症
の
防
止
と
予
防
に
な
る
こ

と
が
理
解
で
き
ま
す
。

平
成
5
年
度
歯
科
疾
患
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
歯
肉
炎
の
発
症
率
は
5
〜
14
歳
で
38
％
、
15
〜

24
歳
で
60
％
弱
と
い
う
数
値
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
若
年
層
に
多
い
歯
肉
炎
も
、
実

際
の
と
こ
ろ
、
実
験
的
歯
肉
炎
の
よ
う
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
再
開
し
プ
ラ
ー
ク
を
十
分
に
除
去
す

れ
ば
、
健
康
な
歯
肉
に
戻
る
の
で
す
。

口
も
と
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

実
験
的
歯
肉
炎
の
意
味
す
る
プ
ラ
ー
ク
除
去
の
考
え
は
、
現
在
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い

う
言
葉
で
代
表
さ
れ
、〝
口
腔
衛
生
の
確
立
〞〝
清
潔
な
口
腔
〞な
ど
い
ろ
い
ろ
な
表
現
で
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

き
れ
い
な
歯
肉
は
清
潔
な
歯
と
と
も
に
、
口
も
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
対
社
会
的
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
を
は
か
る
意
味
で
も
、
重
要
な
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 
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図　
 口腔
清掃
を中
止し
て 1
5日
間、
そし
て口
腔清
掃を
再開
した
こと

によ
るプ
ラー
クの
細菌
構成
の変
化



第１章　歯周病
1─1　歯周病とはどんな病気
①歯周病の原因はプラーク（歯垢）
②プラークとバイオフィルム感染症
③歯と歯茎を守るために（歯周病の症状と
　進行程度）
④歯石はなぜ，たまるの
⑤聞き取り調査からわかった歯周病の症状
⑥歯周病（とくに歯肉炎）と女性ホルモン
　との関係
⑦ティーンエージャーの歯周病（侵襲性歯
　周炎）
⑧歯周病は遺伝する？
⑨歯周病と咬合性外傷，ストレスの関係
1─2　歯周病の治療法
⑩歯周病治療の時間，通院，費用など
⑪プロフェッショナルトゥース クリーニ
　ングの必要性
⑫スケーリング（SC），ルートプレーニン
　グ（RP）はどんな治療法
⑬フラップ手術はどんな手術ですか
⑭歯周組織再生誘導手術（GTR，エムドゲ
　イン）はどんな手術
⑮歯茎が痩せる，プラスティックサージェ
　リーで治療
1─3　歯周病の予防
⑯日常生活で心がけよう，歯周病予防
⑰歯・歯肉のメインテナンス
⑱手用歯ブラシ VS 電動歯ブラシ，その効
　果は
⑲歯ブラシの衛生学的保管法
⑳口腔洗浄器とは
㉑歯磨きと歯磨剤（材）
㉒万病の予防，うがい（洗口，含嗽）
㉓水歯磨きの効果
㉔歯周病と抗真菌剤との関係
㉕歯周病の節目検診
㉖むし歯と歯周病の新予防法（3DS）
㉗歯周病と喫煙
㉘チューインガムの効用
㉙歯周病からみた生活習慣病

第２章　むし歯
２─１　むし歯とはどんな病気
①むし歯の症状と進行程度
②むし歯と歯周病の関係
③親から子供へのむし歯感染（垂直感染）
④むし歯の検査方法
⑤知覚過敏症とはどんな病気
２─２　むし歯の治療法
⑥むし歯が進行すると歯髄（神経）をなぜ
　取るのか
⑦歯の神経を取ったら歯が浮いて噛めな
　い
２─３　むし歯の予防
⑧むし歯，歯周病からみた全身への予防
⑨水道水へのフッ化物添加によるむし歯
　予防
⑩むし歯，歯周病予防にフッ化物塗布
⑪キシリトールでむし歯予防
⑫スポーツドリンクとむし歯

第３章　
口腔，歯周病と関連した体の病気
①歯周医学（ペリオドンタルメディシン）
②歯周病と糖尿病との関係
③歯周病と慢性閉塞性肺疾患（COPD）
④歯周病と肥満
⑤歯周病とアレルギー性鼻炎
⑥入れ歯と骨粗鬆症
⑦口腔病巣感染
⑧歯周病と心臓血管疾患
⑨歯周病とピロリ菌
⑩歯周病と早産・低体重児，HIV との関連
⑪慢性いびきと呼吸器障害
⑫口呼吸と耳鼻疾患
⑬口臭と全身との関わり
⑭歯を抜くとき，菌血症に注意
⑮歯周病と皮膚科との関連

第４章　入れ歯の知識
①入れ歯の種類、ブリッジについて知ろう
②局部床義歯（部分入れ歯）と全部床義歯

　（総入れ歯）の知識
③磁石を使った入れ歯
④総入れ歯、金属床とレジン床の違い
⑤市販の義歯安定剤（材）の使い方
⑥入れ歯（義歯）の全身に及ぼす影響につ
　いて
⑦インプラント義歯の必要性
⑧下顎の総入れ歯は，なぜ噛めない

第５章　顎（あご）・歯の構造から
みた噛み合わせ
①噛むことの大切さ
②噛み癖
③噛み方で頬の内側や舌を噛んでしまう
④歯ぎしり
⑤顎関節の痛み
⑥親知らずは，不要ですか
⑦抜いた歯の破折片が骨の中に残った
⑧いびき外来，社会問題になっている
　OSAS との関連

第６章　
薬，高齢者の歯科治療，口腔ケア
６─１　歯科治療に薬は必要
①痛み止めや抗菌剤の服用法
②ビスフォスフォネートの副作用
③歯肉の腫れと降圧剤との関係
６─２　口腔からの高齢者対策
④高齢者の歯科治療
⑤自己管理の口腔ケア
⑥介護と口腔ケア
⑦寝たきりの方の食事介助
⑧誤嚥を防ぐために
⑨嚥下障害と誤嚥性肺炎
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医歯薬出版  ご注文承り書

ご指定納入店〔　　　　　　　　　　　  〕　　　　　　　　   直送希望（                   ）一回の発送につき手数料
400円が別途かかります（                ）納入店ご指定の場合

手数料はかかりません

●お名前

●ご住所（〒　　　̶　　　　　　）

●TEL．

★必要事項をご記入の上，FAX. 03-5395-7633にご送信ください． ★弊社ホームページ　http://www.ishiyaku.co.jp/からもお申し込みいただけます．
〒113-8612　東京都文京区本駒込1-7-10　TEL．03-5395-7630

お口の健康ア・ラ・カルト （　　）冊

（　　）冊

B5 正寸　182×257mm（裏面）＝2色


